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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2022 年 7 月 2 日 

      再開発勉強会有志 

【かわら版第 33号】   

「過度に不安を煽る」準備組合など論外！ 
 

  
 

再開発が進まない時には「業者の本音」が露呈するものです。 

三田５丁目では同意書が集まらない現状に焦りを感じたのか、

準備組合は地権者へ災害への不安を煽ると言う露骨な手段に

出て来ました。地権者主体と言い乍らとんでもない暴挙です！ 

事態を危惧した地権者有志が武井港区長へ証拠資料を添えて

問題提起しましたが、その影響もあってか、今度は同様の資料

が「準備組合事務所」からではなく、なんと「個人宅」から道路沿

いの一般大衆に向けて掲示されたとの通報が地権者から寄せ

られました。（冒頭の写真をご参照） 

 

三田五丁目は本当に危険地帯なのか？ 
前回の「かわら版 32号」でも報じた通り、当地区では東京都が

実施した「災害危険度調査」にて、「三田５丁目地区」は危険度

が特に高い区域ではないことを都が認定しています！ 

日経新聞も港区内に高危険度地域は皆無だったと報じました。 

また５月に東京都が発表した最新の「都心南部直下地震」(品川
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付近震源の震度 7 クラス)被害想定で予測される焼失棟数で

も、当地を含む港区周辺は都内最少レベルと、当地の危険度

が低いことを改めて示しました。 
 

東京都が発表した「三田５丁目」の災害危険度調査結果 

その一方で 

防災面での不安を過度に煽る準備組合 
 

皆さまはどちらを信用しますか？ 
 

個人宅での掲示だから許されると言う訳ではありません。そこに

は「まちづくりニュース」そのものが掲示され、更には「再開発予

定区域」、「準備組合の活動報告」まで掲示されており、準備組

合の関与が推定されます。しかも個人宅とは言え、道路沿いで

一般大衆に向けて公開をしたことで、区域内の地権者だけでな

く近隣住民からも「不安を煽る」として問題視され始めているよう

です。既に区域外の住民が「不安を煽る不当な掲示」だとして 

調査依頼を港区へ提出したとの情報も入って来ています。 
 

なぜ我が家が色分けされて公衆の面前に？ 
この民家の所有者は、1981年 5月 31日以前の基準で建てら

れた家を色分けした図を一般社会に向け流布してしまいまし

た。地域に住む地権者のプライバシーを踏みにじる行為です！ 

確かに 1981年に建築基準法の改正があり、耐震基準が変わっ

たのは事実ですが、地権者本人が認識していればそれで充分

な情報です。過去に準備組合が新旧耐震の色分け図面を作成

して配布したことはありますが、今回この民家は、あろうことかそ

れを天下の公道で一般社会に向け公開してしまったのです！ 
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住戸の建築年や耐震基準等の情報が一般社会に知れ渡れば

悪徳業者の目にも止まり、また近隣からの風評被害を受ける懸

念も出て来ます。もし被害が発生すれば、例え個人でも賠償責

任を負うことになります。本人はその自覚をお持ちでしょうか？  

今回、掲示物を見た多くの住民から「個人情報の漏洩」や「プラ

イバシーの侵害」が強く懸念されるとして集団で抗議する動きが

出て来ました。 

尚、背後に住友不動産や準備組合の関与があったのかは現時

点では定かではありませんが、何れ明らかになる筈です。 

もし関与が確認されれば大問題です。日頃から「住民のための

再開発」を標榜する住友不動産及び準備組合が、実際には住

民の権利やプライバシーなどは「お構いなし」と言う体質が露呈

したことになるからです。当然、そのような業者とはお付き合い

するわけには行きません。これは社会における一般常識です。 
 

まとめ 
皆さま！この問題は再開発に賛成、反対に関わらず、地権者全

員に関わる問題です。私たちのプライバシーその他の諸権利が

蹂躙されてまでも「再開発は進める」と言う考えが住友再開発

の根底にあるとすれば大変憂慮すべき問題です。 

その様な組織に皆さんの財産や未来を安心して託せますか？ 

是非この機会に、「住友不動産」及び「準備組合」が私たち地権

者の権利を真に尊重する組織なのかを、彼らの過去の言動も

思い起こしながら改めて考え直してみませんか？ このことは 

後日「こんな筈ではなかった」と後悔しないためにも大切です。 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp) 
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